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拝
啓
厳
寒
の
候
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

   

平
素
よ
り
地
域
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
格

別
の
ご
理
解
と
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
潟
が
生
ん
だ
文
豪
・
坂
口
安
吾
は
、

そ
の
文
学
と
思
想
を
通
じ
て
、
戦
後
日
本
の
精
神

的
風
土
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
今
日
に

お
い
て
も
「
自
由
」「
個
の
自
立
」「
責
任
」
と
い

う
普
遍
的
価
値
を
私
た
ち
に
問
い
続
け
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
坂
口
安
吾
の
功
績
と
思
想
を
、
郷
土

新
潟
の
誇
る
べ
き
文
化
的
遺
産
と
し
て
次
世
代
へ

継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
文
化
の
振
興
の
み

な
ら
ず
、
地
方
か
ら
文
化
を
創
造
・
発
信
し
て
い

く
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
将
来
の
課
題
と
し
て
、
坂
口
安
吾
に
関

す
る
様
々
な
資
料
を
ま
と
め
て
保
全
展
示
し
、
情

報
を
発
信
で
き
る
施
設
の
構
想
が
重
要
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
様
な
現
状
を
鑑
み
て
私
ど
も
は
、
坂
口
安

吾
の
名
誉
市
民
顕
彰
を
目
指
し
、
広
く
市
民
・
企

業
・
団
体
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む

た
め
、「
坂
口
安
吾
を
名
誉
市
民
に
す
る
会
」
を

設
立
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
の
と
お
り
設
立
総
会
及

び
懇
親
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

   

ご
多
忙
の
折
と
は
存
じ
ま
す
が
、
本
趣
旨
に
ご

賛
同
賜
り
、
ぜ
ひ
と
も
ご
臨
席
を
賜
り
ま
す
よ
う

謹
ん
で
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
時　
　
　

令
和
８
年
１
月
31
日
（
土
）　　
　

　
　
　
　
　
　

17:

00
〜
19:

30
（
開
場
16:

30
）

　

会
場　
　
　

新
潟
東
映
ホ
テ
ル
１
階

                                                「
白
鳥
の
間
」

　

内
容　
　
　
【
第
１
部
】
設
立
総
会

　
　
　
　
　
　
【
第
２
部
】
懇
親
会

　

会
費　
　
　

７
５
０
０
円

　

ご
賛
同
者
（
会
員
希
望
）
及
び
設
立
総
会
・
懇
親

　

会
参
加
の
有
無
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
１
月
16
日(

金)

ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
或
い

　

は
メ
ー
ル
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

坂
口
安
吾
を
新
潟
市
名
誉
市
民
に
す
る
会

                               

呼
び
か
け
人
平
山
征
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
春
夫

                                                   

斎
藤
淳

　

連
絡
先　
　
「
坂
口
安
吾
を
新
潟
市
名
誉
市
民
に

　
　
　
　
　
　

す
る
会
」
設
立
準
備
事
務
局

　
　
　
　
　
　

新
潟
・
市
民
映
画
館

　
　
　
　
　
　

シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
内

　

電
話　
　
　

０
９
０
―
５
７
９
９
―
１
７
１
１

     　
　
　
　

  （
担
当
：
斎
藤
和
利
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

０
２
５
―
２
４
３
―
５
６
０
３

　

Ｅ
メ
ー
ル　

saitokazutosi@
gm
ail.com

第95号

※
安
吾
の
会
は
、
Ａ（
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
一
九
八
六
年
一
〇
月
二
〇
日
に
発
足
、
そ
の
翌
年
一
〇
月
二
〇
日
に
安
吾
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

※
安
吾
の
会
は
、
Ａ（
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
一
九
八
六
年
一
〇
月
二
〇
日
に
発
足
、
そ
の
翌
年
一
〇
月
二
〇
日
に
安
吾
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

安
吾
雑
報

安
吾
雑
報
9595
号号

「
坂
口
安
吾
を
新
潟
市
名
誉
市
民
に
す
る
会
」

              

　
　
　
　
　
　
　
設
立
総
会
及
び
懇
親
会
の
ご
案
内

生
誕
祭
1
2
0
に
向
け
て

　
　
　
　

今
年
は
坂
口
安
吾
生
誕
１
２
０
年
に
当
た
り
ま

す
。
生
誕
祭
実
行
委
員
会
で
は
令
和
８
年
度
を
メ

モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
と
位
置
づ
け
、
安
吾
に
関
す
る

様
々
な
事
業
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

　

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
で
は
4
月
に
ア
ー
ト
・
ミ
ッ
ク

ス
・
ジ
ャ
パ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
立
川
ら
く

萬
に
よ
る
安
吾
原
作
「
落
語
・
教
祖
列
伝
」
か
ら

新
作
落
語
「
兆
青
」
の
口
演
、
つ
い
で
６
月
に

N
o
i
s
m  

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ　

Ｎ
ｉ
ｉ
ｇ
ａ

ｔ
ａ
に
よ
る
「
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
―
安
吾
、
そ
し
て

サ
テ
ィ
の
世
界
」
公
演
が
劇
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
は
新
潟
A
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
の
定
期
演
奏
会
で
エ
リ
ッ
ク
・
サ
テ
ィ
の

楽
曲
が
演
奏
さ
れ
る
予
定
。
誕
生
月
の
10
月
に
は
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
企
画
展
「
処
方
箋
文
庫
」、
能
楽
堂

で
「
坂
口
安
吾
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
。

翻
訳
家
の
斎
藤
真
理
子
氏
、
作
家
の
藤
沢
周
氏
も

登
壇
し
ま
す
。

　

ほ
ん
ぽ
ー
と
で
は
、
安
吾
の
遺
品
や
原
稿
を
展

示
す
る
ほ
か
、
各
公
民
館
で
も
講
座
な
ど
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
恒
例
の
「
安
吾
読
書
会
」、

今
年
は
ゆ
い
ぽ
ー
と
で
実
施
。

　

シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
で
は
４
月
に
加
藤
翠
（
朗
読
）、

中
川
え
り
か
（
歌
・
二
胡
）「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」

公
演
を
行
う
ほ
か
、
坂
口
安
吾
原
作
映
画
の
連
続

上
映
会
な
ど
企
画
。
ほ
か
に
も
連
携
事
業
は
盛
り

沢
山
。
準
備
が
整
い
次
第
、
総
合
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

及
び
安
吾
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
設
ペ
ー
ジ

で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

小
川
弘
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▲設立総会・懇親会申し込み用紙▲設立総会・懇親会申し込み用紙
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新
津
安
吾
忌
案
内

坂
口
安
吾
忌
生
誕
祭
１
２
０
際

千
賀
ゆ
う
子
没
後
７
年
追
悼
公
演

２
０
２
６
年

　

松
之
山
安
吾
祭
り
の
お
知
ら
せ

２
０
２
６
年

　
　

安
吾
読
書
会
に
つ
い
て

第
34
回　
安
吾
忌
の
集
い

安
吾
雑
報

安
吾
雑
報
9595
号号

　

日
時　
　
　

２
月
17
日
（
火
）

　

参
加
費　
　

無
料

　

第
一
部　
　

講
演
会
13
時
〜

　
　
　
　
　
　
「
坂
口
安
吾
『
白
痴
』
を
生
原
稿

　
　
　
　
　
　

で
読
む
」

　
　
　
　
　
　

講
師　

文
芸
評
論
家　

若
月
忠
信

　
　
　
　
　
　

場
所　

新
津
地
域
学
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
研
修
室

　

第
二
部　
　

墓
参
（
秋
葉
区
大
安
寺
）

　
　
　
　
　
　

15
時
〜
（
予
定
）
バ
ス
乗
車
で
坂

　
　
　
　
　
　

口
家
墓
所
へ　

読
経
、
お
参
り

　

問
合
せ
先　

阿
賀
浦
コ
ミ
協　

湯
田

　
　
　
　
　
　

０
８
０
―
１
２
５
１
―
８
０
９
６

　
「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」

　
　
　
　
　

―
語
り
と
、
歌
・
二
胡
に
よ
る
―　

　
　
　
　
　

語
り
／
加
藤
翠

　
　
　
　
　

歌
・
二
胡
／
中
川
え
り
か
（
ア
カ
ラ
）

　

会
場　
　

新
潟
・
市
民
映
画
館

　
　
　
　
　

シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド

　

日
時　
　

４
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
　

①
14
：
00
〜　

②
18
：
30
〜

　

料
金　
　
前
売
り
３
０
０
０
円
（
当
日
３
５
０
０
円
）

　

主
催
・
問
合
せ　

　
　
　
　
　

安
吾
の
会
（
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
内
）

　
　
　
　
　

電
話
０
２
５
―
２
４
３
―
５
５
３
０

　

毎
年
恒
例
の
大
棟
山
美
術
博
物
館
で
の
「
坂
口

　

昨
年
の
安
吾
没
後
70
年
記
念
、
展
示
で
は
「
安

吾
と
桐
生
展
」、
講
演
は
藤
沢
周
氏
の
「
妄
動
の

時
代
」、
朗
読
は
シ
リ
ー
ズ
化
し
た
高
校
生
の
朗

読
、
そ
し
て
高
校
生
に
よ
る
サ
テ
ィ
演
奏
と
桐
生

の
特
色
が
出
せ
た
企
画
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

展
示
会
の
中
か
ら
後
に
開
催
さ
れ
た
神
奈
川
近
代

文
学
館
で
の
「
坂
口
安
吾
展
・
あ
ち
ら
こ
ち
ら
命

が
け
」
に
数
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
今
回
は
や
は
り
新
潟
ゆ
か
り
の
近
藤
よ
う

こ
さ
ん
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
桐
生
で
恒
例
化
し

た
高
校
生
に
登
場
し
て
も
ら
い
ま
す
。
若
い
世
代

に
期
待
し
つ
つ
、
又
体
験
す
る
こ
と
で
後
年
に
も

安
吾
作
品
に
出
会
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
桐
生
の
会
は
来
年
で
35
回
目
で
す
か
ら
お

楽
し
み
に
・
・
・

奈
良
彰
一

　

日
時　
　
　

２
月
28
日
（
土
）
16
：
00
開
会

　

会
場　
　
　

桐
生
鉾
座（
桐
生
市
本
町
４
丁
目
）

　

会
費　
　
　

無
料
（
協
賛
お
願
い
し
ま
す
）

　

１
，
高
校
生
朗
読
シ
リ
ー
ズ　

県
立
桐
生
高
校

　
　
　

演
劇
部
１
年
生
（
作
品
は
検
討
中
）

　

２
，
高
校
生
安
吾
邸
を
建
て
る

　
　
　

県
立
桐
生
高
校
建
築
科
生
徒

　
　
　

建
築
甲
子
園
優
勝
「
桐
生
の
ゆ
か
り
の
地

　
　
　

に
安
吾
邸
を
建
築
す
る
提
案
」

　

３
，  

漫
画
家　

近
藤
よ
う
こ
さ
ん

　
　
　
「
安
吾
を
描
く
」

　
　
　

聞
き
手　

蓑
崎
昭
子
（
安
吾
を
語
る
会
）

　

終
了
後　
　

著
者
サ
イ
ン
会

　

懇
親
会　
　

同
日
の
夕
方
６
時
か
ら
同
町
角
店

　
　
　
　
　
　
「
美
喜
仁
２
Ｆ　

ジ
パ
ン
グ
」

　

会
費　
　
　

６
０
０
０
円

　

毎
年
恒
例
の
安
吾
読
書
会
で
す
が
、
２
０
２
６

年
も
同
じ
く
４
月
か
ら
９
月
の
第
２
土
曜
日
16
時

〜
18
時
、
計
6
回
行
う
予
定
で
す
。

　

ち
な
み
に
場
所
は
い
ず
れ
の
会
も
「
ゆ
い
ぽ
ー

と
（
新
潟
市
芸
術
創
造
村
・
国
際
青
少
年
セ
ン

タ
ー
）」
で
、
参
加
費
は
５
０
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

読
書
会
の
案
内
人
は
ほ
ぼ
決
定
し
、
一
部
そ
の

テ
ー
マ
や
内
容
も
、
現
時
点
で
わ
か
る
範
囲
で
以

下
ご
紹
介
し
ま
す
。（
い
ず
れ
も
敬
称
略
）

●
第
１
回
（
４
月
11
日
）
案
内
人
：
齋
藤
良
助
（
安

吾
の
会
）テ
ー
マ「
坂
口
安
吾
の
啓
蒙
思
想
―『
天

皇
陛
下
に
さ
さ
ぐ
る
言
葉
』
と
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結

婚
』」
内
容
：「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
は
殿
様
と
召

使
の
対
等
な
人
間
関
係
を
求
め
た
。
安
吾
の
「
天

皇
陛
下
に
さ
さ
ぐ
る
言
葉
」
も
、
天
皇
と
国
民
の

対
等
な
人
間
関
係
を
求
め
た
。
両
者
に
通
じ
る
も

の
を
導
き
出
す
。

●
第
２
回（
５
月
９
日
）　

案
内
人
：
鬼
澤
み
い（
安

吾
の
会
）テ
ー
マ
：「
安
吾
の
作
品
と
思
想
香
る〝
少

女
性
〞」
内
容
：
安
吾
の
作
品
に
潜
む
「
少
女
性
」

と
、
先
駆
的
な
女
性
観
・
女
性
の
自
由
に
つ
い
て

の
記
述
を
拾
い
つ
つ
、
矢
田
津
世
子
宛
の
書
簡
を

紹
介
し
な
が
ら
、安
吾
の「
少
女
性
」を
読
み
解
く
。

●
第
３
回
（
６
月
13
日
）
案
内
人
：
恩
田
雅
和
（
和

歌
山
市
立
有
吉
佐
和
子
記
念
館
館
長
・
天
満
天
神

安
吾
祭
り
in
松
之
山
」
を
今
年
も
開
催
い
た
し
ま

す
。
同
博
物
館
は
、
１
２
０
０
年
代
か
ら
続
く
松

之
山
地
区
の
大
地
主
、
旧
村
山
家
を
活
用
し
た
も

の
。
村
山
家
は
そ
の
昔
は
造
り
酒
屋
で
も
あ
り
、

坂
口
安
吾
の
叔
母
と
姉
が
嫁
い
だ
家
で
も
あ
り
ま

す
。
安
吾
は
こ
の
村
山
家
に
何
度
か
逗
留
し
、
松

之
山
の
大
自
然
の
中
で
作
家
と
し
て
の
「
ふ
る
さ

と
」
を
発
見
し
た
と
さ
れ
ま
す
。「
坂
口
安
吾
祭

り
」
は
そ
ん
な
安
吾
と
松
之
山
の
関
わ
り
を
再
認

識
し
、
多
く
の
人
と
共
有
す
る
催
し
で
す
。
今
年

は
と
く
に
２
０
２
５
年
に
発
見
さ
れ
た
安
吾
の
手

紙
の
内
容
を
、
安
吾
研
究
家
で
あ
る
七
北
数
人
さ

ん
が
紹
介
、
分
析
し
ま
す
。　
　
　
　

高
橋
主
計

　

日
時　
　
　

５
月
16
日
（
土
）
13
：
30
〜

　

場
所　
　
　

大
棟
山
美
術
博
物
館
（
新
潟
県
十

　
　
　
　
　
　

日
町
市
松
之
山
１
２
２
２
）　

　

内
容　
　
　

　

・
坂
口
綱
男
氏
の
挨
拶

　

・
発
見
さ
れ
た
安
吾
の
手
紙
の
紹
介
＆
分
析
―

　
　

七
北
数
人
氏

・
七
北
数
人
氏
の
『
安
吾
疾
風
伝　

放
浪
篇
』

　
　

に
つ
い
て
―
著
者
と
梨
本
諦
鳴
氏
の
対
談

　

・
朗
読　

橘
由
貴
（
松
之
山
に
ち
な
ん
だ
安
吾

　
　

作
品
を
予
定
）

　

さ
ら
に
ご
希
望
の
方
に
は
懇
親
会
（
18
時
〜
20

時
凌
雲
閣
（
要
予
約
先
着
40
名
：
参
加
費
別
））

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
詳
細
は
追
っ
て
チ
ラ
シ

に
て
告
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
安
吾

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
大
棟
山
美
術
博
物
館
で
の

「
安
吾
祭
り
」
に
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
＆
お
問
い
合
わ
せ>

　

松
之
山
安
吾
の
会　

　

電
話　
　

０
８
０
―
８
４
９
８
―
６
５
５
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
５
―
５
９
６
―
２
５
２
２　
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政
治
学
者
・
原
武
史
氏
（
明
治
学
院
大
名
誉
教
授
）

が
「
安
吾
の
天
皇
論
を
語
る
」
の
テ
ー
マ
で
講
演

を
行
っ
た
。

　

原
氏
は
、
安
吾
に
「
堕
落
論
」「
新
日
本
地
理
」

な
ど
天
皇
を
論
じ
た
作
品
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
安

吾
は
天
皇
お
よ
び
天
皇
制
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を

持
っ
て
い
た
」
と
述
べ
、
１
９
４
８
（
昭
和
23
）

年
に
発
表
さ
れ
た「
天
皇
陛
下
に
さ
ゝ
ぐ
る
言
葉
」

に
絞
っ
て
本
論
を
展
開
し
た
。

　

昭
和
天
皇
は
46
年
か
ら
の
戦
後
巡
幸
で
、
沖
縄

を
除
く
す
べ
て
の
都
道
府
県
を
回
り
、
全
国
各
地

で
熱
狂
的
な
歓
迎
を
受
け
る
。「
奉
迎
場
」と
な
っ

た
駅
前
広
場
や
公
園
で
、
天
皇
と
国
民
が
一
体
と

な
る
戦
前
さ
な
が
ら
の
光
景
が
各
地
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

　

原
氏
は
同
書
に
あ
る
安
吾
の
言
葉
「
地
に
ぬ
か

ず
き
、
人
間
以
上
の
尊
厳
へ
礼
拝
す
る
と
い
う
こ

と
が
、
す
で
に
不
自
然
、
狂
信
で
あ
り
、
悲
し
む

べ
き
未
開
蒙
昧
の
仕
業
」
を
引
用
し
、「
こ
こ
ま

で
激
越
に
天
皇
の
戦
後
巡
幸
と
熱
狂
す
る
国
民
を

批
判
し
た
人
は
い
な
い
。
当
時
と
し
て
は
傑
出
し

た
天
皇
論
で
、
い
ま
な
お
そ
の
輝
き
を
失
っ
て
い

な
い
」
と
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
神
格
化
さ
れ
た
明
治
天
皇
、
そ
の
対
極

の
自
由
に
ふ
る
ま
っ
た
大
正
天
皇
、
明
治
天
皇

の
再
来
を
担
わ
さ

れ
た
昭
和
天
皇
を

比
較
し
、「
安
吾
が

理
想
と
し
た
の
は
、

天
皇
と
国
民
と
が

対
等
な
人
間
と
し

て
会
話
が
で
き
る

関
係
。
一
般
市
民

と
対
話
し
よ
う
と

し
た
大
正
天
皇
こ

　

２
０
２
６
年
に
生
誕
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
新

潟
市
の
作
家
・
坂
口
安
吾
の
短
編
等
か
ら
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
金
森
穣
が
新
作
を
構
想
。　

安
吾
が
愛
し
た
エ
リ
ッ
ク
・
サ
テ
ィ
の
ピ
ア
ノ
曲

に
よ
っ
て
紡
が
れ
る
舞
踊
詩
。

　

同
時
上
映
は
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
作
曲
『
春

の
祭
典
』。
２
０
２
０
年
に
コ
ロ
ナ
禍
で
プ
レ

ビ
ュ
ー
上
演
し
、
２
０
２
１
年
に
完
全
版
と
し

て
上
演
し
好
評
を
博
し
た
作
品
をNoism

0
+

Noism

1
に
よ
る
改
訂
版
と
し
て
上
演
。

■
新
潟
公
演

　

６
月
27
日
（
土
）
17
：
00

　

６
月
28
日
（
日
）
15
：
00

　

７
月
４
日
（
土
）
15
：
00

　

７
月
５
日
（
日
）
15
：
00
＊
全
４
公
演　

　

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館

　
〈
劇
場
〉

■
埼
玉
公
演

　

７
月
25
日
（
土
）

15
：
00

　

７
月
26
日
（
日
）

15
：
00
＊
全
２
公
演

　

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸

　

術
劇
場〈
大
ホ
ー
ル
〉

こ
わ
れ
者
の
祭
典　

新
潟
公
演

『
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
―
安
吾
、

　
　

そ
し
て
サ
テ
ィ
の
世
界
』

　
　
　
　
　

改
訂
版
『
春
の
祭
典
』

原
武
史
氏
が

　
　
「
安
吾
の
天
皇
論
」
を
読
み
解
く

坂
口
安
吾
生
誕
祭
１
１
９
開
催
報
告

安
吾
雑
報

安
吾
雑
報
9595
号号

　

坂
口
安
吾
生
誕
祭
１
２
０
前
夜
祭

　
　
　
　
　

堕
ち
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
物
語

　

坂
口
安
吾
は
『
堕
落
論
』
に
「
堕
ち
き
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
始
め
よ
」と
書
き
ま
し
た
。薬
物
、孤
独
、

精
神
の
闇
。
そ
の
経
験
は
、
こ
わ
れ
者
の
祭
典
メ

ン
バ
ー
が
抱
え
て
き
た
体
験
と
重
な
り
ま
す
。
安

吾
生
誕
１
２
０
年
。
私
た
ち
は
〝
こ
わ
れ
者
の
先

輩
〞
と
し
て
の
安
吾
を
語
り
、
安
吾
作
品
朗
読
と

自
作
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
堕
ち
た
場
所
か
ら
の

再
生
を
描
き
ま
す
。

　

日
時　
　
　

３
月
1
日
（
日
）
開
場
13
：
00
／

　
　
　
　
　
　

開
演
13
：
30

16
：
00
終
演
予
定

　

会
場　
　
　

新
潟
市
総
合
福
祉
会
館
大
集
会
室

　

出
演　
　
　

月
乃
光
司
／
Ｋ
ａ
ｃ
ｃ
ｏ
／
キ
バ

　
　
　
　
　
　

ヤ
シ
・
オ
ズ
／
ゆ
み

　

ゲ
ス
ト　
　

齋
藤
正
行

　

参
加
費　
　

１
０
０
０
円

　

主
催
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　

０
８
０
―
６
６
１
８
―
８
８
０
６

　
「
坂
口
安
吾
生
誕
祭
１
１
９
」
は
10
月
20
日
、

新
潟
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭

の
あ
い
さ
つ
で
坂
口
綱
男
氏
（
写
真
家
）
が
、
没

後
70
年
を
迎
え
る
遺
族
の
思
い
を
語
り
、
続
い
て

　
「
坂
口
安
吾
生
誕
祭
１
１
９
」
で
は
、
明
治
学

院
大
名
誉
教
授
で
政
治
学
者
の
原
武
史
氏
を
お
招

き
し
、「
安
吾
の
天
皇
論
を
語
る
」
を
テ
ー
マ
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
吾
の
文
章
を
丁
寧

に
読
み
解
き
、
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
て
語
ら

れ
る
原
先
生
の
お
話
に
、
会
場
は
終
始
引
き
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

開
演
前
に
は
、
安
吾
の
長
男
で
あ
る
坂
口
綱
男

氏
に
よ
る
ミ
ニ
講
演「
安
吾
没
後
70
年
に
寄
せ
て
」

も
行
わ
れ
、
安
吾
を
め
ぐ
る
多
様
な
思
い
が
穏
や

か
な
語
り
口
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
続
き
、
同
会
場
の
ミ
ニ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
は
安
吾
作
品
の
紹
介
パ
ネ
ル
を
展
示
し

ま
し
た
。
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
に
も
親
し
み
や

す
く
、
安
吾
の
世
界
に
自
然
に
触
れ
て
い
た
だ
け

る
内
容
と
な
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
普
段
聞
け
な
い

テ
ー
マ
で
興
味
深
か
っ
た
」「
安
吾
の
天
皇
論
を

初
め
て
知
り
読
み
返
し
た
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
生
誕
祭
に
初
め
て
来
場

さ
れ
た
方
か
ら
も「
分
か
り
や
す
く
て
楽
し
め
た
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
。

繁
昌
亨
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
テ
ー
マ
：「
安
吾
は
ふ

る
さ
と
」
内
容
：
新
潟
弁
や
執
筆
し
た
場
所
の
考

察
な
ど
を
手
掛
か
り
に
、「
ふ
る
さ
と
は
語
る
こ

と
な
し
」
と
言
っ
た
安
吾
の
郷
土
観
を
再
度
突
き

詰
め
る
。

　

第
４
回
（
７
月
11
日
）、第
５
回
（
８
月
８
日
）、

第
６
回
（
９
月
12
日
）
は
、
今
の
と
こ
ろ
石
垣
雅

美
（
新
潟
文
化
の
記
憶
館
）、
清
水
優
介
（
新
潮

社
）、
永
田
幸
男
（
安
吾
の
会
）
の
３
名
の
方
々

に
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。
後
程
す
べ
て
詳
細
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
改
め
て
チ
ラ
シ
な
ど
で
告
知
致

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
間
大
樹

▲安吾生誕祭119で講演する原武史さん▲安吾生誕祭119で講演する原武史さん

そ
、
理
想
に
最
も
近
い
天
皇
で
は
な
か
っ
た
か
」

と
語
っ
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
天
皇
論
」、
講
師
は
政
治
学
者
と

い
う
例
の
な
い
硬
派
な
講
演
会
だ
っ
た
が
、
原
氏

は
元
皇
室
担
当
記
者
と
し
て
培
っ
た
豊
富
な
知
見

に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
平
明
に
語
り
、「
安
吾

の
天
皇
論
」
や
「
大
正
天
皇
流
」
を
初
め
て
聴
く

聴
衆
も
多
く
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

安
吾
生
誕
祭
実
行
委
事
務
局
・
永
田
幸
男
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会
場
で
は
特
に
、
安
吾
の
書
斎
を
模
し
た
撮
影

ス
ペ
ー
ス
が
人
気
を
博
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
反
響
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
会
期
中
に
行
っ
た
オ
ン
ラ
イ

ン
ゲ
ー
ム
「
文
豪
と
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
」
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
や
、
併
設
の
「
鮨
喫
茶

す
す
す
」
に
よ
る
展
覧
会
限
定
メ
ニ
ュ
ー
も
人
気

を
集
め
ま
し
た
。
来
場
者
数
は
１
０
，
５
７
３
人

に
の
ぼ
り
、
男
女
と
も
に
客
層
が
若
く
、
熱
心
な

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
の
も
印
象
的
で
し
た
。
生
誕

１
２
０
年
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
安
吾
フ
ァ
ン
の

盛
り
上
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
展
示
課　

浅
野
千
保

　

坂
口
安
吾
生
誕
１
２
０
年
を
期
し
、
シ
ネ
・
ウ

イ
ン
ド
で
は
５
月
か
ら
10
月
ま
で
安
吾
原
作
の
映

画
作
品
を
毎
月
第
２
土
曜
日
か
ら
上
映
し
ま
す
。

併
せ
て
、
映
画
と
原
作
を
読
み
解
く
読
書
会
も
開

催
。
安
吾
の
精
神
に
映
画
作
家
た
ち
が
如
何
に
挑

ん
だ
か
、
ス
ク
リ
ー
ン
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

久
志
田
渉

会
場　
　
　

新
潟
・
市
民
映
画
館
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド

　
　
　
　
　

新
潟
市
中
央
区
八
千
代
２
―
１
―
１

上
映
作
品

　

５
月　

桜
の
森
の
満
開
の
下
（
篠
田
正
浩
監
督

　
　
　
　

岩
下
志
麻
・
若
山
富
三
郎
）

　

６
月　

負
ケ
ラ
レ
マ
セ
ン
勝
ツ
マ
デ
ハ
（
豊
田

　
　
　
　

四
郎
監
督　

森
繁
久
彌
・
望
月
優
子
）

　

７
月　

カ
ン
ゾ
ー
先
生
（
今
村
昌
平
監
督　

柄

　
　
　
　

本
明
・
麻
生
久
美
子
）

　

８
月　

戦
争
と
一
人
の
女
（
井
上
淳
一
監
督

　
　
　
　

江
口
の
り
こ
・
永
瀬
正
敏
）

　

９
月　

不
連
続
殺
人
事
件
（
曽
根
中
生
監　

田

　
　
　
　

村
高
廣
・
夏
純
子
）

編

集

後

記

安
吾
雑
報

安
吾
雑
報
9595
号号

没
後
70
年　

坂
口
安
吾
展

　
　

あ
ち
ら
こ
ち
ら
命
が
け

風
と
光
と
安
吾
の
映
画
と

　
　

坂
口
安
吾
映
画
祭
２
０
２
６

※
安
吾
の
会
の
年
会
費
は
三
〇
〇
〇
円
で
す
。
郵
便
振
替
は
「
〇
〇
六
九
〇

※
安
吾
の
会
の
年
会
費
は
三
〇
〇
〇
円
で
す
。
郵
便
振
替
は
「
〇
〇
六
九
〇
｜｜
六六
｜｜
三
九
六
三
『
安
吾
の
会
』
宛
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
九
六
三
『
安
吾
の
会
』
宛
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

安
吾
の
作
品
に
触
れ
る
き
っ
か
け
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
今
回
の
生
誕
祭
が
〝
自
分
な
り
の
安

吾
〞
を
見
つ
け
る
入
口
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
幸
い

で
す
。
来
年
は
生
誕
１
２
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
か
も
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
安
吾
の
魅
力

を
楽
し
く
、
丁
寧
に
伝
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

関
谷
奏
和
（
新
潟
市
文
化
政
策
課
）

　

２
０
２
５
年
10
年
４

日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
、

横
浜
の
県
立
神
奈
川
近

代
文
学
館
で
坂
口
安
吾

展
を
開
催
し
ま
し
た
。

坂
口
綱
男
氏
、
新
潟
市
、

新
潟
市
「
安
吾
風
の
館
」
事
業
室
の
特
別
協
力
を

い
た
だ
き
、
安
吾
の
大
フ
ァ
ン
で
も
あ
る
荻
野
ア

ン
ナ
当
館
館
長
が
編
集
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

　

新
潟
市
か
ら
寄
託
資
料
を
含
む
１
３
６
点
の
資

料
を
ご
出
品
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
未
発
表
書
簡
や

初
公
開
の
原
稿
な
ど
約
４
０
０
点
の
資
料
を
展
示

し
、
数
々
の
伝
説
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
、

安
吾
の
生
涯
と
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。
資
料
図

版
と
外
部
寄
稿
を
収
め
た
本
展
公
式
図
録
（
Ａ
５

判
・１
７
６
頁
）
を
平
凡
社
か
ら
刊
行
し
て
お
り
、

一
般
書
店
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

▲図録▲図録
▲安吾展缶バッジ▲安吾展缶バッジ

会
は
年
会
費
、
寄
付
、
出
版
物
の
上
げ
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
（
年
会
費
は
三
〇
〇
〇
円
で
す
）。

郵
便
振
替
は「
〇
〇
六
九
〇—

六—

三
九
六
三『
安

吾
の
会
』」
宛
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

事
務
局
長
　
久
志
田
渉

▼
「
新
潟
県
戦
後
五
十
年
詩
誌
」
も
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。
著
書
は
、
鈴
木
良
一
さ
ん
。
今
度
「
第
14

回
新
潟
出
版
文
化
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
永
年

の
研
究
の
成
果
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
見
事
と
し

か
言
い
様
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

▼
「
新
潟
往
来
・
旅
人
の
ま
な
ざ
し
」
が
、
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。
著
者
は
永
田
幸
男
さ
ん
。
新
潟
日

報
に
連
載
さ
れ
た
、
近
代
に
な
っ
て
、
新
潟
を
訪

れ
た
文
人
達
の
見
た
ふ
る
さ
と
新
潟
の
姿
。
番
外

編
に
、１
９
９
０
年
の
「
風
と
光
と
三
人
の
文
士
・

現
在
の
安
吾
を
語
る
」
に
つ
い
て
も
必
見
で
す
。

▼
「
新
潟
県
人
物
小
伝
シ
リ
ー
ズ
」
で
坂
口
安
吾

を
取
り
上
げ
ま
す
。
執
筆
者
は
、
岩
田
多
佳
子
さ

ん
、
坂
井
綱
男
さ
ん
で
す
。
今
春
の
予
定
。「
安

吾
入
門
書
」
に
な
り
ま
す
。
費
用
を
、　

ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
、
資
金
を
募
り
ま
す
。
何

卒
宜
敷
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
今
年
は
丙
午
安
吾
生
誕
１
２
０
年
。
１
年
間
、

「
安
吾
を
オ
モ
チ
ャ
に
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
」

サ
イ
ト
ウ
マ
サ
ユ
キ

　

坂
口
安
吾
映
画
祭
２
０
２
６
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

が
と
て
も
魅
力
的
で
す
ね
。
好
き
な
作
品
も
知
ら

な
か
っ
た
作
品
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
鑑
賞
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

西
山
寛
子

10
月　

白
痴
（
手
塚
眞
監
督　

浅
野
忠
信
・
甲

　
　
　
　

田
益
也
子
）

　
　
　
　

通
常
の
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
の
入
場
料
で

　
　
　
　

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

読
書
会　

上
映
期
間
中
の
第
二
日
曜
日
午
後
、
シ

　
　
　
　

ネ
・
ウ
イ
ン
ド
内
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に

　
　
　
　

て
開
催
（
参
加
費
５
０
０
円
要
申
込

　
　
　
　

原
作
を
読
み
、
映
画
を
観
て
か
ら
ご
参

　
　
　
　

加
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
・
読
書
会
申
込
み

　
　
　
　
　

シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
内
安
吾
の
会

　
　
　
　
　

０
２
５
―
２
４
３
―
５
５
３
０


